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２０２４年春ダイヤ改正の考え方について 

 

  ２０２３年１２月  

   あいの風とやま鉄道（株） 

 

１．基本的な方針 

 （１）利用実態に即した利便性の確保を図ります。 

 （２）現有車両編成の効率的な運用計画を図りつつ、一部時間帯でパターンダイヤを導入します。 

 （３）呉羽駅北口改札の供用開始に伴い、一部列車の運転区間を延長します。 

 

２．運行計画 

 （１）パターンダイヤの導入  

「富山～高岡」において「１０時台～１３時台」までの間、パターンダイヤを実施します。 

ア.「高岡～富山間」で下り列車９本をパターン化し、３０分間隔（：１５、：４５）で運転します。 

イ.「富山～高岡間」で上り列車８本をパターン化し、３０分間隔（：２０、：５０）で運転します。 

 

 （２）列車の新規設定  

朝通勤・通学時間帯の拡大（始業時間の遅い方）に対応するため、列車を新規に設定します。 

ア. ９時頃「高岡発→富山行」を新規に設定します。 

 

 （３）列車の運転区間の延長  

  ①呉羽駅北口改札の供用開始に伴い、朝一部列車の運転区間を延長します。 

   ア．現行５２９Ｍ列車「富山発→泊行」を「呉羽発→泊行」として運行します。 

イ．現行５３１Ｍ列車「富山発→泊行」を「呉羽発→泊行」として運行します。 

 

  ②利便性向上のため、一部列車の運転区間を延長します。 

   ア．現行朝５３２Ｍ列車「泊発→富山行」を「泊発→高岡行」として運行します。 

    ※現行５３２Ｍの運転区間延長に伴い、現行１４２８Ｄの「富山発→高岡行」の運転を 

取り止めます。 

   イ．現行夜４８１Ｍ列車「金沢発→黒部行」を「金沢発→泊行」として運行します。 

 

（４）列車の増車  

 通勤・通学時間帯の混雑緩和のため、列車を増車します。 

  ア．現行朝４３３Ｍ「金沢～富山間」を２両編成から４両編成に増車します。 

  イ. 現行夕方４３６Ｍ「富山～金沢間」を２両編成から４両編成に増車します。 
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（５）列車のワンマン化  

 ワンマン運転を拡大します。 

  ア. 現行４３０Ｍ、４３４Ｍ、４５０Ｍ、４５２Ｍ、４５４Ｍ、５３４Ｍ、５４０Ｍ 

「富山～金沢間」をワンマン化します。 

  イ. 現行４３５Ｍ、４４３Ｍ、４４７Ｍ、４６９Ｍ、４７９Ｍ、４８１Ｍ 

「金沢～富山間」をワンマン化します。 

  ウ. 現行４４５Ｍ「富山～泊間」をワンマン化します。 

  エ. 現行５６０Ｍ、５６２Ｍ「泊～富山間」をワンマン化します。 

 

  ※通勤・通学時間帯については引き続き車掌が乗務します。 

 

（６）継続事項  

 混雑が予想される大型連休や休日等の増車を引き続き実施していきます。 

  ア. 現行５４０Ｍ「富山～金沢間」２両編成から４両編成に増車します。 

  イ. 現行４３９Ｍ「金沢～富山間」２両編成から４両編成に増車します。 

 

 

今後のスケジュール 

 ２０２４年 １月下旬   詳細ダイヤ発表 

       ３月１６日  ダイヤ改正 

 


